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=こ、購続料「

.1 &:手 3.000円
(郵送料とも)

⑤現金・切手・損省

で前納

本紙は女性による平和

と平等書E推進します

大
久
保
会
長
一
は
①
税
制
面
の
歪
一
な
-
施
設
塞
請
し
、
マ
ン
モ
ス
化
ず
る
こ
-
供
し
、
そ
の
提
供
者
に
対
し
て
は
、
国
一

D
が
生
活
に
ハ
リ
J

一を
み
い
だ
す
手
だ
て

扱
い
を
な
〈
す
②
住
宅
対
策
③
老
後
の
一
と
に
よ
り
管
理
下
に
お
か
れ
る
老
人
は
一
の
老
人
対
策
と
し
て
現
行
の
老
人
福
祉
一
も
い
ろ
い
ろ
考
手
」
い
る
。

医
療
体
制
な
ど
=
一
点
窪
行
政
に
強
〈
要
一
人
間
警
も
無
視
さ
れ
る
。
ζ

の
問
題
一
法
上
に
位
置
f
o
u
た
補
助
、
援
助
、
優
一
あ
る
会
員
は
「
私
た
ち
主
婦
に
〈
ら

望
し
て
ゆ
き
た
い
と
し
て
い
る
。
と
〈
一
P
Z
切
っ
と
凋
D
下
げ
て
み
る
と
次
の
一
点
一
遇
措
置
を
と
る
方
法
を
提
案
し
て
い
一
ぺ
て
夫
た
ち
は
老
後
を
あ
ま
D
心
配
し

に
税
制
面
に
つ
い
て
は
、
独
身
女
性
に
一
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
る
。

一
て
ま
せ
ん
の
。
自
分
の
方
が
先
き
に
死

も
寡
婦
な
み
の
抽
出
除
(
年
間
二
十
三
万
一
ま
ず
、
規
模
が
大
き
す
ぎ
る
(
し
た
一
現
在
の
日
本
の
老
齢
人
口
の
爆
発
的
一
ぬ
と
き
め
と
ん
で
い
る
や
レ
〈
、
自
分

円
)
と
贈
与
税
で
也
平
牛
以
上
、
親
一
が
っ
て
ア
ッ
上

T
ム
で
な
い
)
。
う
一
な
場
加
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
百
年
か
一
の
面
倒
は
女
房
が
み
て
く
れ
る
と
信
じ

と
同
居
・
扶
養
し
た
場
合
に
配
属
者
な
言
捨
て
山
的
で
あ
る
(
だ
ん
だ
ん
山
奥
一
か
っ
た
人
口
老
齢
化
の
テ
ン
ポ
に
+牛
一
て
い
る
み
た
い
」
。
乙

puた
夫
た
ち

み
の
鐙
除
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
を
強
〈
一
へ
)
。
ま
す
ま
す
用
地
難
と
な
る
(
公
一
で
追
い
つ
く
ほ
ど
の
勢
い
に
あ
る
と
い
一
も
運
動
に
参
加
さ
せ
、
娘
や
嫁
を
老
人

打
ち
出
し
て
い
る
。
年
老
い
た
父
母
の
一
共
用
地
の
獲
得
が
広
さ
用
地
質
の
面
で
一
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
一
問
題
の
僧
牲
に
さ
せ
な
い
地
域
ぐ
る
み

「
や
が
て
め
ぐ
D
寺
ぺ
き
夫
た
ち
一
芸
、
全
般
的
差
会
保
障
、
震
の
百
倒
を
ほ
か
の
兄
弟
に
か
わ
っ
て
み
て
一
震
と
な
る
)
。
健
康
入
量
人
に
と
原
因
と
す
る
宋
要
性
と
戦
葉
支
一
の
愛
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
作
る
君
主

義
害
者
、
審
議
警
を
ま
一
保
障
を
強
〈
要
求
し
こ
の
運
動
の
先
頭
一
い
る
ハ
イ
ミ
ス
孝
弘
主
。
一
職
員
を
常
備
す
る
な
ど
不
必
要
な
経
常
一
の
数
を
合
わ
せ
る
と
二
百
五
十
万
人
と
一
っ
て
い
る
。

も
に
受
け
た
私
た
ち
に
は
、
老
後
の
一
に
立
つ
ベ
芸
品
之
島
え
て
い
一
現
行
ホ

l
ム
は
一
貨
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
か
え
一
推
定
さ
れ
、
こ
の
人
た
ち
が
今
後
十
年
一
;
日
リ
リ
ペ
|
|

頼

み

と

す

る

子

供

も

な

く

老

後

は

一

層

一

る

。

一

一

っ

て

無

気

力

老

人

を

ま

出

し

て

い

る

一聞
に
一
つ
の
層
を
し
て
老
後
対
策
室
一
一

お
知
ら
せ
一

議

八

月

不
安
な
も
の
で
あ
る
・
老
後
の
問
題
は
一
豪
表
選
む
に
つ
れ
て
、
独
身
一
人
間
性
を
無
視
一
乙
と
な
ど
。

一
義
視
に
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
て
-
B
i
b
l
i
-
-
i
一
二
十
日
君

主

の

題

号

、

経

済

・

政

治

一

意
H

を
の
み
つ
か
い
。
そ
の
一
襲
警
は
現
行
老
人
祖
霊
下
の
一
ミ
ニ
↑
ム
君
、
こ
う
し
た
欠
一

l
i
l
i
-
-
Y「
私
の
主
張
、
提
言
」
の
鈴
木

の
問
題
で
あ
る
と
思
う
。
唯
一
の
恵
一
く
せ
税
法
上
は
、
が
っ
ぽ

D
と
ら
れ
一
老
人
↑
ム
の
あ
D
方

に

は

き

わ

め

て

一

審

カ

バ

ー

す

る

。

一

は

し

か

の

予

防

一

政

子

さ

ん

の

戦

争

体

験

記

き
希

望

-.

，j
謹

'J
議

議

雪

量

目

一

ら

、

霊

長

が

楽

し

め

る

。

②

町

一

接

種

を

義

務

に

一

神

E茅
ケ
崎
市
松
が
丘
一
の
七

ん
ま
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
一
圃
欄

1

1

1

、

b

¥

j
:
4
1理
一

議

d
長

選

圏

園

開

一

一

一

の

三

五

鈴

木

政

壬

べ

「
母
が
如
実
ッ
夕
刊
働
れ
、
ね
一
割

E
F
j考!ィ

i
三
?¥J3鰻
鱗

除

機

齢

醸

幽

園

間

一

章

、

い

た

る

と

ζ
ろ
に
小
さ
な
老
人
一
十
月
か
ら
麻
し
ん
(
は
し
か
〉
の
予
一

一

圃

薗

盟

欝

わ

け

H
f
j
A
U
i
J一
二
院
際
際
範
勝
齢
隈
齢
盛
岡
圃
喝
一
↑
ム
が
で
き
、
地
域
に
と
け
こ
ん
で
一
防
接
種
が
義
務
づ
け
ら
れ
個
別
警
方
一

i
j

た
号
}
山

2
2
3
3一
一

圃

闘

闇

酷

一

二

ぷ

陸

路

・

眠

臨

圃

圏

圃

園

園

園

町

一

老

人

草

案

る

。

③

民

間

の
小
さ一
式
で
実
施
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

五

日

2
グ
リ
ー
ン
ラ

ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
私
は
翌
日
か
在
-
圃
・
圃
圃
闘
m切
断

醸

酷

恩

臨

圃

圃

圃

・

・

・

調

睡

園

司

↑

一

一

一

一

限

一

ン

ド

を

大
ゾ
リ
毒
装

一

-

圃

圃

園

圃

園

町

議

甑

園

田

盟

国

EE----園陸
圃

圃

圏

醐

-一

一
な
用
地
が
提
供
さ
れ
る
と
な
れ
ば
用
地
一
幼
兜
期
に
一
度
は
か
か
る

d
し

二

東

一

蓄

や

め

グ

チ

を

毎

日

乙

ほ

し

な

が

ら

一

圃

・

・

・

掴

脳

髄

薗

圃

層

圏

・

・

・

・

・

臨

盟

副

司

A

一

一

一

一

和

一

断

し

た

、

植

村

直
己
さ
ん

一
-
-
-
-
圃
圃
闘
関
目
制
忠
誠
輔
圃
圏
・
圃

E・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
園
圃
醐
闇
掴
掴
圃
司
一
は
い
た
る
と
乙
ろ
に
あ
る
乙
と
に
な
一
か

d
高
熱
や
全
身
に
発
し
ん
が
出
る

二
手
才
一

も

ど

っ

手

死

ぬ

ま

番

号

た

。

見

一

園

圃

圃

圃

寵

鴫

鎚

輔

圏

圃

圃

・

・

・

・

・

開

鞠

崎

一

一
る
。
元
気
で
い
る
か
昔
、

自
立
し
た

一伝

染

号

。

有

一

家

二

足

一

審

ア

ッ

プ

童

話

震

に

き

人

た

ち

は

「

幸

せ

な

乙

と

由

圃

圃

・

闘

関

ぷ

鋪

圃

圏

・

・

・

・

周

韓

瞬

間

す

一

一

古

川

か

る

と

二

人

一

聞

に

出

て

い

た

。
算
の
下

一

E
E圃圃
圃

繭

:

歯

-
E・

E・
-

-

関

醐

蜘

幽

F
ら
一
生
活
が
で
き
、
基
的
に
役
立
っ
て
い
一

室

、
免
疫
福
島
ぎ
と
か
ら
軽

一

F
b一

ゃ
。
娘
さ
ん
に
世
話
ち
て
も
ら
っ
一
園
田
園
圃
園
田

F
L
d・
闘

幽

・

・

4
4調
離
翻
明

Y
一

一

一

一

帰

一

に

き

フ

が

下

っ

て

い

一

圃

週

明

薗

圃

・

圃

E
4・
E--F陶器
薗
〓
ゴ
一
る
と
い
う
自
覚
を
も
ち
な
が
ら
老
後
を
一
視
さ
れ
が
ち
だ
った。

二

貴

一

て

」

と

い

品

、

私

は

収

入

選

を

た

一

闘

騒

融

制

闘

掴

河

)

馳
圃
幽
・
田
島
量
鵬
醐
醐
国
棟
一
一
一
一
一
…
一

的
一
雪
老
っ
て
生
活
で
き
る
ζ

と
の
メ
一
し
か
し
実
際
に
は
、
肺
炎
や
脳
炎
、
一
に
し
る
。
も
ち
ろ
ん
婚
や
け
で

封
建
主
盟
国
河
島
圃

-
J
/一
2
7缶
詰
封
書
江
主
主

食
べ
さ
せ
て
事
ね
ば
な
ら
ず
、
と
ん
-
-
-
圃
圃

F
l働
関

幽

圃

圃

圃

.

.

.

 

、
h

vlt

一

一

一

孟

ど

に

大
き
く
強
烈
な
の
で
あ
ろ
っ
。

訴
諮 全

国
婦
人
新
聞
回
覧
表

働
き
通
し
た
果
て
が

独身婦

人連盟

、、、

ニ
ホ
!
ム
の
夢
に
か
け
る

日
本
人
の
平
均
寿
命
の
驚
異
的
一

一
な
縫
ぴ
は
、
高
飴
化
社
会
が
目
前
一

一
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
。
一

二
審
の
ま
清
に
対
す
る
不
安
感
を
…

一
持
ち
、
画
一
的
霊
行
政
の
老
人
循
…

…
祉
対
策
に
批
判
的
な
人
た
ち
の
中
…

…
か
ら
は
、
老
後
の
問
勉
を
わ
が
身
…

…
に
ひ
き
く
ら
べ
て
仲
簡
や
地
域
の
…

…
人
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
ゆ
こ
う
…

…
と
す
る
運
動
が
起
っ
て
く
る
。
実
…

一
際
巳
圃
買
い
老
後
牛
寝
泊
を
生
き
が
い
…

半
持
っ
て
安
心
し
て
隼
菌
来
る
一

一
環
境
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
…

…
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
い
く
つ
も
あ
…

…
る
。
そ
の
申
か
ら
独
り
暮
し
の
体
…

…
験
か
ら
、
ユ
ニ
l
w
dな
狙
身
者
用
…

…
ミ
ニ
老
人
ホ
ー
ム
の
積
額
を
扇
ざ
…

…
す
「
独
身
婦
人
連
盟
」
と
、
地
域
一

{
の
実
情
に
見
合
っ
た
小
規
模
各
国
一

一
的
精
般
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
…

…
る
「
杉
並
・
表
援
を
良
〈
す
る
一

一
会
」
の
主
婦
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
を
…

一
訪
ね
て
み
た
。

ミニ老人ホームはわたしたちの夢、

早〈実現させたいと語る大久保さわ

子会畏=藤沢市役所・綴員控室l:'

す
と
し
て
き
た
ハ
イ
ミ
ス
は
全
国
に
約
-
一
w
死
水
と
っ
て
く
れ
る

五
十
万
人
い
る
と
い
わ
れ
る
。
独
身
帰
一

人
連
盟
〈
大
久
保
占
己
わ
子
会
長
・
東
京
一
人
も
な
い
の
や
ぜ
。

都
新
宿
区
矢
来
町
五
六
、
白
番
館
内
〉
一
昨
年
一
恕
同
州
連
+
年
の
歩
み
を
記
念
し

は、

5pυ
た
ハ
イ
ミ
ス
の
有
志
が
お
一
て
「
わ
だ
つ
み
の
声
を
と
わ
に
」
と
い

互
い
に
支
え
合
っ
て
生
き
て
ゆ
こ
う
と
一
う
文
集
が
出
版
さ
れ
た
。
会
員
が
機
関

十
一
年
前
に
結
成
さ
れ
た
。
ハ
イ
ミ
ス
一
紙
「
酋
」
に
投
稿
し
た
六
十
鰐
の
手
記

へ
の
世
間
の
偏
見
、
職
場
で
の
男
女
差
一
と
ア
ン
ケ
ー
ト
、
統
計
、
国
や
自
治

別
、
冷
た
い
自
に
も
め
げ
ず
女
一
人
働
一
体
、
政
党
な
ど
へ
の
要
望
な
ど
が
収
め

き
と
お
し
て
き
た
ハ
イ
ミ
ス
た
ち
は
、
一
わ
れ
て
い
る
。
(
た
と
え
ば
、
銀
身
姉

い
ま
、
目
前
に
老
年
期
を
む
か
え
よ
フ
一
人
の
住
宅
対
策
所
得
税
、
相
続
税
に
関

と
し
て
い
る
。
停
年
後
の
再
就
職
、
老
一
ず
る
減
税
、
女
子
の
定
年
制
に
関
す
る

後
対
僚
が
切
実
な
問
題
と
し
て
迫
っ
て
一
陳
情
、
要
望
書
)

い

る

の

だ

。

-

そ

の

申

で

老

後

に

つ

い

て

Y
-
Nさ

o
t
o
e
o
eo-S
0
6
0嶋

本

場

に

は

及

ば

な

い

が

叩

高
円
寺
の
阿
波
お
ど

υ伽

uw

本
場
M
M

徳
島
に
は
及
び
も
つ
か
岬

ぬ
が
、
最
近
は
「
東
京
阿
波
お
と

M

D
」
h
銘
う
っ
て
、
年
々
盛
大
に
な
。

る
杉
並
区
は
高
円
寺
の
「
阿
波
お
ど
柵

D
」
が
、
書
き
び
し
い
八
月
二
十
吟

六
、
七
、

八
日
に
行
な
わ
れ
た
。
山

毎
年
八
月
も
半
ば
介
忘
な
る
と
、
冊

高
円
寺
の
あ
ち
ら
乙
ち
ら
で
鉦
や
太
一

畿
の
陽
気
な
「

t乙
の
節
」
が
き
引

か
れ
る
。
い
づ
れ
も
こ
の
日
に
そ
な
柵

そ
熱
心
な
各
「
速
」
の
練
習
風
景
匂

で

あ

る

。

〉

地
元
一間
庖
街
の
仲
間
入
h
u
を
す
る
叩

銀
行
や
信
用
金
庫
の
各
支
庖
で
も
開
。

底

ιな
る
と
庖
内
は
警
場
に
早
変
一

的
J
e日
頃
、
陸
襲
裏
金
融
マ
ン
も
一

乙
の
日
ば
か
hu
は
、
支
庖
長
を
先
頭
刊

に
お
も
し
ろ
お
か
し
な
踊
り
を
披
露
即

す
れ
ば
、
精
楚
貞
淑
な
女
子
行
員
も
。

赤
い
蹴
出
に
菅
笠
姿
の
あ
で
や
か
さ
刈

で

興

を

添

え

る

。

〈

高
円
寺
の
阿
波
お
ど
P
は
二
O
年
。

前

に

さ

か

の

ぼ

る

。

哨

最
初
は
「
パ
カ
腕
D
」
と
称
し
て
日

=一
O
名
足
ら
ず
の
有
志
が
幼
稚
な
振
一

付
で
勝
手
に
踊
D
図
っ
て
い
た
が
、
叩

や
が
て
徳
島
の
阿
波
踊
b
b
ι

導
入
。
日

今
で
は
本
家
徳
島
市
へ
ま
で
「
連
」
む

を
組
ん
で
遠
征
、
貨
を
取
る
ま
で
に
噛

至

っ

た

。

一

-一霊童一一一一『

ζ
乙
数
年
、
嵐

D

出
品
一
一
草
加
山
手
も
五
O
速
を
蜘

聾

趨

し

、

延

べ

否

一

刻

例

万
人
の
人
出
を

z

dm帆
)
ぶ
な
ど
、
東
京
新

4
容
名
物
と
し
て
人
気
。

司
監
一
-
還
者
さ
せ
て
い

O

L

一=一一
一国
語
ヨ
=
一
一
一
「
る
。
蜘

'
A
n
u
-
-
'
A
H
V・a

・-Anu
-
-
a
'
A
H
V

‘.，
AHva-gZHν

腎
春
時
代
を
戦
争
に
噂
わ
れ
て
、
結

婚
相
手
に
恵
-
ま
れ
な
い
串
主
に
独
身
で

住
み
な
れ
た
土
地
で

住
み
な
れ
た
土
地
で
、
一
生
を
送
h
u

小
規
模
愛
国
的
成
綬
の
構
想
図
を
前

に
早
〈
実
現
さ
世
た
い
と
悟
る
。
左
か

主
溢
、
森
環
河
さ
ん
た
豆
貢
H

杉
並
老
後
を
良
〈
ず
る
会
の
事
務
所
で

~ 4 全国320余庖を通じて
日常のお出し入れから
明日のための備えまで

や
幅広くみなさまのお役に
立たせてし、ただきたしを
願っております二

w ， 



(2) 

買
南
港
は
す
さ
ま
じ
い
置
日
う
が
証
停
て
い
る
.

H

夢
の
島
a
と
い
う

と
ハ
ヱ
と
力
在
大
量
に
制
適
す
る
N

ゴ
ミ
白
山
a
》
M

凪
っ
て
い
る
人
は
い

ま
は
世
い
シ
通
う
が
、
そ
れ
が
毘
し
〈
藍
っ

t
式
規
慣
な
「
曹
の
島
偉
育

館
」
に
生
ま
れ
亜
っ
て
い
る
こ
と
を
白
骨
白
目
壱
見
た
人
は
中
な
い
と
恩

R
J

・由東
南
世
田
特
色
は
己

p
u
t梅
田
を
岨
立
て
て
つ
〈
っ
た
「
人
工
酷
」

と
い
主
周
に
あ
高
わ
け
だ
が
、
そ
白
劃
構
也
大
き
さ
と
都
民
牛
落
と
白
開

h
J

合
い
は
想
臨
以
上
壱
帯
。
、
A

可
能
さ
6
に
そ
由
度
合
い
を
萌
め
る
に
遭

い
な
い
.
世
界
屈
掴
の
コ

y
テ
ナ
タ
↓
、
ナ
ル
と
し
て
白
軍
力
、
週
間
生

置
地
と
帽
ぷ
フ

Z
H
1車
刷
ふ
園
、
木
材
概
理
基
地
.

そ
白
ほ
か
、
帯
林
ハ
ム
圃
や
ヨ
ッ
ド
ハ
l
パ
!
な
P
あ
甜
民
自
問
車
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
闇
師
ず
る
開
描
腔
も
間
々
翼
圏
、
計
画
さ
れ
て
い

る
.
車
京
に
慌
入
ず
る
物
資
自
約
四
丹
田
一
は
園
前
世
で
辰
盟
っ
て
い
る

乙》

E
忘
れ
て
は
罫
P
な
い
.

間
費
者
供
曲
者
セ
ン
タ
ー
〈
車
市
躍
圃
・
大
田
ピ
ル
問
、
会
畏

・
野
田

空
ち
は
こ
う
し
た
溺
れ
芋
か
ま
え
て、

「
東
京
酷
と
梢
費
者
」
の
つ
な

が
白
と
い
う
胆
点
字
句
八
月
二
十
三
日
、

'm原
由
白
見
学
長
を
持
っ
た
.

目
本
書
置
協
会

・
高
時
車
萌
瑚
事
、
買
京
都
世
再
提
興
協
会

・
平
用
車
哲

理
事
ち
の
眠
明
と
、
落
合
都
世
胃
周
砲
世
部
第
拘
置
一
器
墨
田
嗣
甥
荘

内
各
施
世
を
寓
帽
に
見
学
し
た
.
院
に
そ
白
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
l

(7]<;咽目)昭和53・8月 30目

暮
し

レ
ぃ
ン
ャ
l
i

健
康

@
宅
ダ
ン
な
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
.
舶
は
佃
曹
丸
@
大
井
コ
ン
テ
ナ
ふ
圏
、
こ
の
ゲ
!
ト
嘉
文
る
時
す
べ
て
炉
コ
ン

日
2
1タ
l
に
.

週
間
需
園
地
を
晒
ぷ
輸
送
体
制
は
、
い

よ
い
よ

7
z
u
l時
代
に
入
る
と
い
っ

て
い
い
.

埠
阻
は
由
港
白
ト
官
に
明
る
〈
モ
H
F

Y
で
あ
る
.
E
D
車
用
埠
聞
は
三
バ

l

ス
あ
る
.

企
九
月
二
十
五
日
「
相
親
問
闇
晶
子

園
生
」
罰
聞
編
金
・
一
時
三
十
舟
.

主
瞳
l
「
間
世
白
且
立

ι民
主
宇
衰
を

守
る
園
比
建
組
合
瞳
」
、
聞
い
合
ぜ

一王

δ
l二
七
一
一
也
(
日
本
開
人
有
植

者
同
盟
)

企
九
月
二
十
七
日
「
弁
瞳
土
ぬ
き
血

判
桂
揮
を
園
田
畢
に
し
よ
う
九
・
二
七
聾

金
」
日
本
鞍
富
岡
宮
舶
・
六
時
か
ら
八

時
.
聞
い
合
ぜ
・
=
宅
δ
1ニ
主
一
七

(
日
本
国
間
人
有
掴
者
同
盟
)

A
九
月
二
十
九
日
「
闇
国
介
元
朝

鮮
と
日
本
」
白
学
習
会
開
週
童
館
、

-
時
三
+
分
。
書
庫
民
李
最
短

.
唱
野
量
昭
氏

車
新
骨
骨
事
用
阻
辞
典
に
も
己
う
配

さ
れ
て
い
る
.
ゴ
ミ
姐
国
と
岨
立
白
一

石
二
刷
方
式
a

T

小
冊
ゴ
ミ
と
県
却
暁
灰

を
事
4
、
己
れ
に
土
を
サ
ン
ド
ウ
ッ
チ

式
に
摘
み
上
げ
る
甫
岡
市
開
目
新
し
い
埋

立
方
式
白
原
田
古
だ
っ
た
と
い
え
る
.
そ

れ
が
削
盛
田
配
車
に
な
る
白
だ
が
現
地

に
立
っ
と
、
い
ま
は
一
匹
白
ハ
ヱ
も
い

な
い
.
-
角
甲
台
地
に
眠
容
を
時
る
白

が
醇
白
島
臨
育
館
.
組
合
偉
育
輔
、
プ

ー
ル
、
量
、
制
道
場
、
パ
町
、
、

y
ト
y

か
ら
サ
ウ
ナ
ま
古
完
備
し
て
い
る
.

昨
年
白
利
用
者
は
約
孟
万
人
.
た
と

え
埠
ノ
1
ル
は
大
人
つ
蒔
間
一
〔
M
U
円

当
日
行
っ
て
自
動
阪
開
摘
で
同
帽
を
買
す

っ
て
す
ぐ
利
用
で
き
る
.
置
理
由
園
田

ょ
と
な
い
四
が
難
点
だ
が

i ;!;;ij;;i 
qiii!?ii事iiiiiii;iiliiz

方
自
相
同
か
'
同
は
き
出
さ
抗
る
大
置
白

ゴ
ミ
を
回
国
す
る
た
め
、
一
カ
雨
に
聾

め
て
慣
却
す
る
た
宅
L
で
き
た
が
、
盟

国
が
間
に
合
わ
ず
昭
和
白
O
年
八
月
記

は
大
量
白
ハ
ヱ
が
荷
量
、
江
東
区
に
上

陸
je--
そ
白
睡
も
ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
が
江

東
一
帯
を
お
そ
い
:
ー
」

一
て
何
十
J
と
い
う
コ
ン
テ
ナ
を
軽
々
と

大
井
コ
シ
テ
ナ
埠
顕
一
童
話
に
揮
を
白
で
あ
る
・
算
申

東
京
去
っ
て
く
る
物
質
量
一
斉
一
で
、
己
白
書
毒
っ
て
い
る
の
は
己

富

田

ゴ

ミ

一撃
は
田
和
二
年
か
一
白
一
接
号
車
う
・
柏
葉
通
一

E
5と
い

品

露

襲

、

長

廿

争

ぞ

い

る

・

一

審

と

い

っ

て

い

い

-z互
い

ま

や

車

車

は

世
界
揺
り
コ
ン

ζ

れ
ま
古
一
は
防
護
白
向
型
っ
た
が
一
躍
す
べ
き
な
躍
己
申
コ
ン
テ
ナ
ー

3
1
1ミ
ナ
ル

t
τ普
さ

ぞ

い

よ

い

よ

外

聞

に

進

出

中

で

あ

る

・

一

一

国

.

一

ud

襲
警
官
過
ぎ
で
外
側
に
出
る
一
コ
ン
テ
ナ
、
園
陸
白
書
白
そ
れ
は
一
フ
ェ
リ
ー
専
用
埠
顕
…

と
、
梅
面
が
十
肘
白
コ
ン
ク
リ
ー
ト
白
一
巴
曹
姐
で
し
ょ
う
.
こ
れ
か
ら
舶
に
珊
一

望
品
宮
安
正
も
白
古
屋
人
由
国
一
込
む
外
国
行
き
白
荷
物
は
み
ん
な
己
れ
一
「
い
主
」
(
フ
ジ
フ
ェ
リ
ー
話

安
回
目
安
J

に
仕
切
良
て
い
る
.
一
に
な
る
。
し
か
も
臣
室
、
そ
し
て
向
一
大
き
な
霊
埠
園
長
宅
い
た
.
大

型
白
高
字
財
、
波
警
ゴ
ミ
車
さ
一
富
に
よ
っ
て
色
々
な
塁
率
つ
コ
一
き
お
い
た
舶
白
層
部
官
、
ト
ラ
ッ

れ
な
い
辛
フ
に

.EKそ
白
上
に
豆
一
ン
テ
ナ
が
聞
晶
さ
れ
る
.
一
ク
費
用
車
禁

8.草
案

再

も

短
命
が
は
っ
て
あ
る

J
Z富
一

そ

Eた
世
話
な
コ
ン
テ
ナ
基
一
量
っ
て
い
る
.
特
童
、
一
五
回
一

茶

室

れ

な

い

き

に

弘

一

1
Y
ョ
yを
越
し
で
つ
く

a
E一
語
警
官
っ
か
あ
っ
て
ま
な
か

一
闘
は
も
よ
苦
ゴ
ミ
刑
事
主
一
削
E
白
書
貧
富
告
に
よ
る
八
一
ス
マ
!
ト
.

げ
ら
ぞ
い
る
・
一

一
+
=
区

p
p出
る
一
パ
!
ス
由
大
井
コ
ン
テ
ナ
捕
一
国
.

一
隻
距
唇
叫
離
庫
白
酌聖帽車￥単守嵩一噛輔里叫遥巷喧唖
一炉削一輸噌輔暫噌晴蚕貨で国

一百日思白

2ゴ、守ミ、とミ巳、、一

=
霊
豆
揺
E草
揖

ιE己に量
軍
ぽ
旺
れ
、
罰

D
E
l
iよ
っ
て
宮
ベ
第
五

JE--主
義

喜

び

て

き

空
手
ぽ
偶
却
、
そ
白
輔
氏
も
理
ば

一
回
置
さ
れ
、
静
動
さ
れ
、
閉
序
よ
〈
船
一
た
.

れ

る

・

一

に

ぎ

量

れ

る

・

一

，

産

相

合

一

貫

輸
送
ら
キ
キ
ヅ
チ

や
が
て
サ

y
ド
イ
ツ
チ
埋
宅
が
ま
一

雪
量
っ
た
云
一
基
白
巨
大
な
ト
ロ
イ
一
フ
レ
ー
ズ
書
官
、
あ
れ
己
れ
制
点

開
閉
た
る
己
白
血
-
察
軍
明
νぃ
，
主
目
指
晶
凶
り
の
ま
正
檀
句
己
れ
が
上
一
空
J

た
い
あ
げ
て
い
る
・

骨
骨
公
園
u
に
生
れ
由
る
目
が
来
る
・
一
中
下
三
曲
目
高
さ
に
荷
鞠
を
用
し
あ
げ
園
児
島
、
広
島
、
神
戸
、
大
阪
、
膏

「
子
ど
も
と
仲
間
づ
〈
O
」
室
ア
1

マ
に
九
月
白
歯
車
車
教
育
研
究
醒
世
A
E
を

開

b
〈
.
h
E・
と
己
ろ
九
月
八
日
午
後
二

時
1
四
時
、
睡
区
芝
公
園
ニ
六
l
八

日
本
女
子
企
画

醐
師
学
芸
大
・
福
島
情
艶
助
鞍
盟

事
加
は
臼
曲
、
会
質
問
軒

都
民
生
活
を
支
え
る
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-
白
木
場
白
ほ
と
ん
ど
が
静
b
、
「
新
木
一
い
関
陣
臨
睡
も
箆
附
さ
れ
る
・

一
場
」
を
形
寓
し
た
.
己
れ
を
中
心
に
京
一

11
1

1

1

一
材
翠
ト
拍
地
、
貯
木
場
、
木
材
ド
ル
フ
一
夢
の
島
体
育
館

地
酷
凶
下
な
P
柄
、
舟
白
航
行
が
む
つ
一
イ
シ
パ

1
ス
な
ど
を
一
帯
に
し
た
，
木
一
・

3

か
し
〈
な
づ
た
な
ど
の
現
曲
で
、
商
用
一
討
主
国
a
が
形
属
さ
れ
つ
つ
あ
る
.
一
「
東
軍
事
国
白
ゴ
ミ
で
つ
〈
わ
れ
た

が
っ
か
う
木
材
を
と
b
仕
切
る
江
買
区
一
国
内
外
か
ら
白
輸
轄
九
十
A
討
の
一
明
輯
一
型
開
問
白

n
島
ヘ
曹
が
一
円
円
H
U

新

木

場

(錫三JlJII信裕掴可〉〈週曹538"1l錦 203号
第 203-!!1-

英
会
話
芦
王
で
き
た
な
争
ー
。
も
っ
少
量
由
闘
が
よ
手
に
な
り
た
い
.
日
本

人
白
英
一
阻
酬
は
園
開
化
四
時
代
を
む
か
え
、
-
由
と
高
ま
っ
て
い
る
.
政
相

拒
宮
、
文
化
な
ど
す
べ
て
の
唖
で
、
問
酷
園
田
町
必
曹
も
曹
閉
ま
っ
て
い
る
.
に

も
か
か

P
Dず
、
日
本
人
ぼ
ど
世
年
、
営
々
介
業
開
白
抽
抽
を
眠
け
な
が
b

まル

E
に
幅
ぜ
な
い
民
開
も
珍
し
い
と
い
う
.
一フ
ポ
教
育
セ
ン
タ
ー
(
新
宿

区
丙
新
宿
八
四
回
目
五
圃
耶
民
榊
原
岡
氏
)
で
一
倍
首
陪
教
育
に
と
り
組

む
己
キ
±
年
.
さ
ま
ざ
ま
な
笹
口
開
出
白
末
、
ラ
ポ
・
テ
1
7を
聞
い
て

剛
活
動
世

υな
が
歯
要
班
白
軸
霊
げ
て
い
〈
う
ち
、
革
に
H

裡

警

間
活
動
'
と
い
う
大
き
な
間
同
聞
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
ル
迂
っ
た
.
，
哩

散
骨門
信
昭
劃
ua

と
は
ど
ん
な
己
と
か
、
さ
ら
に
外
国
悟
田
上
通
シ
芦
亥
ノ
開
閉

す
る
由
か
、
そ
白
ア
ウ
ト
う
一
イ

y
を
l
l
.

/，t¥
¥
，j
H

 

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
ヨ
わ
け
.

「
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
白
公
園
」
に
、

よ
包
近
い
宮
間
車
壇
を
創
り
出
す
こ
と

が
、
い
〈
つ
か
の
宵
倍
沙
問
旧
日
ず
る

H

近
か
迫
'
非
情
臣
民
は
曙
え
た
.

今
ま
で
開
院
様
で
あ
る
英
屈
と
図
本

間
白
ニ
ゲ
悶
酷
だ
げ
で
血
開
さ
与
」
い

た
噛
陪
テ
1
7白
世
押
に
弓
へ
イ
ン
問

弁
局
間
闘
を
噂
入
.

そ
の
輯
割
、
担
山
の
貴
置
な
岡
白
い
現

量
刑
局
見
さ
れ
て
い
る
.

英
日
テ
ー
プ
だ
け
を
聞
い
て
い
る
時

に
は
、
母
国
阻
白
日
本
間
よ
り
型
商
が

む
づ
か
し
い
由
一
は
当
柄
、
そ
れ
が
型
商

ス
ペ
イ
ン
一
晒
.
担
問
陣
間
隔
の
開

{量署538管}

ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ

の
教
訓

た
っ
た
ひ
と
つ
白
外
国
間
さ
え
マ
ス

タ
ー
で
き
な
い
白
に
裡
経
常
悶
な
争
L

介
詩
過
は
4

更
が
ち
だ
.
裡
世
白

宵
鴎
活
動
浄
母
し
め
る
己
と
は
、
今
ま

で
白
雪
闘
に
つ
い
て
白
常
掴
闘
を
割
ぶ
か

ら
闘
い
酎
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
己
と

空
6
あ
る
.

地
球
上
に
は
こ
っ
、
一
-
一
つ
、
四
つ
白

興
っ
た
宮
闘
が
日
常
聞
に
共
存
し
て
い

る
地
域
〈
裡
世
智
昭
圏
)
が
あ
る
。

例
え
ば
ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
で
は

Z
「J
Y

ス
聞
、
ド
イ
Y
筒
、
英
昭
.

オ白
y
y
F
D
S市
田
明
は
オ
フ
ン
ダ

問
、
ド
イ
Y
館
、
英
語
と
い
う
辛
う

己
守
宮
正
抽
出
唱
で
宵
っ
た
平
供
た

ち
は
ニ
ー
一
一
一
才
の
明
か
ら
下
ヰ
く
白
公
園

に
置
び
に
い
け
ば
=
一
つ
白
雪
曜
に
出
合

内

J.フ
ラ
ン
ス
帽
を
暗
す
友
だ
ち
ゃ
ド
イ

ツ
簡
を
露
す
買
だ
ち
と
、

JTル
担
げ

在
し
た
hu
鬼
芭
っ
E
を
し
た
P
し
な
が

ら
、
い
つ
の
間
に
か
三
ヶ
国
語
胞
を
買
え

同時に複数語を
底に心のふれ合い

• 

。処中:
防
タト
， 1塁側:

:腐乗。
=揚物

日
本
女
子
社
会
教
育
会

(
田
中
軸
男
理
事
畏
V

、

開
火
災
眠
因
由
ト
ッ
プ
は
曜
タ
パ
コ
い
申
か
レ
D
.

な
ど
タ
バ
コ
白
木
崎
東
が
ト
ッ
プ
.
な
男
い
い
や
、
カ
ー
テ
ン
、
力
l
ベ
ッ

ん
で
、
あ
ん
な
小
さ
な
究
官
揖
死
者
が
ト
、
劇
場
白
輔
な

P
Zあ
る
し
、
と
〈

出
る
寝
の
一来
事
に
な
る
の
か
な
あ
.
に
公
持
の
揖
で
は
、

E
れ
ら
の
も
白
を

古

b
k
J
い
え
ば
，
防
関
揮
真
似
が
ユ
匝
用
す
る
時
は
防
世
誕
の
鞠
を
つ
か
う

l
ス
ホ
ス
テ
ん
や
福
祉
施
世
、
老
人
ホ

E
h
如
、
間
防
法
で
世
由
P
P
D
L
い
る

1
ム
で
と
D
入
炉

Z
ぜ
い
る
っ
て
聞
ん
だ
.

宜
あ
か
匂
?
伺
が
帰
宅
い
る
み
た
い
た
け
ど
・
P
X
J
い
う
甲
か
し
ら
・
宜
火
事
白
時
、
普
通
白
カ
ー
テ
ン
と

い
よ
.
畏

P
恒

よ

。

開

肪

災

軍

兵

は

世

に

触

れ

て

も

酷

え

町

民

カ

l
テ
一
シ
白
酷
ほ
?

開
あ
あ
、
次
H
コ
が
畢
に
曹
ち
て
い
ひ
ろ
が
U

な
い
.
晴
世
性
が
あ
る
ん
男
ぎ
旭
日
カ
l
テ
ジ
を
ガ
又
ス
ト

I

一る
.
コ
ゲ
ち
ゃ
っ

t
.
お
い
早

2.
世
.
万
一
、
タ
パ
コ
削
韓
国
白
聞
に
ま

7
に一

O
H
K乱
づ
け
て
い
る
と
二
平

一今
回
警
察
官
籍
じ
ゃ
な
い
.
ぎ
れ
先

E、
師
会
主
辞
て
升
玉
虫
寸
前
門
員
区
、
少
年

E

M

一掛
耐
え
な
い
玄
帯
け
ち
ゃ
っ
て
る
・
自
常
に
梢

S
Lし
毒
フ

.

Z

フ
プ
提
酷
〉
.
肪
拠
カ
1
平
シ
だ
と

Z
あ
れ
本
当
寝
歯
車
て
い
る
白
宝
章
程
、
商
閉
が
闘
え
る
ほ
か

幕
内
に
寺
て
、
己
げ
る
畏
い
で
亮

一
か
L
b、
有
理
ガ
ス
な
や
か
闇
偶
な
い
主
昼
、
部
屋
に
問
え
静
っ
て
し
空
，
見
さ
れ

t
♀
議
県
白
軍
島
)
と

EJ

一
ん
で
し
ょ
う
ね
.
E
ん
な
に
簡
単
に
陪
廿
ど
e
2

具
合
さ
.

一
け
る
な
ん
て
、
い
ま
白
週
品
や
衣
掴
は
男
構
え
に
〈
い
柑
掛
者
直
っ
て
い
る
宜
防
提
刀
1
-
T
Yと
買
替
え
去
払

子

。
ν」
0

・
o

，-Q 
一具か寝一の九人山老

ル
拍
車
動
画
が
多
い
か
争
心
配
.
か
ら
、
そ
白
聞
に
直
立
た
り
、
調
火
が
し
ら
.

園
間
火
事
官
も
有
膏
ガ
ス
白
置
に
替
か
で
き
る
と
い
う
わ
け
.
国
間

N

ま
湾
あ
H

と
凪
う
如
、
障
融
宥

れ
て
白
寛
容
が
多
い
.

古
老
人
や
胡
児
な
と
、
と
っ
さ
白
行
は
皆
な
忠
告
し
て
る
な
あ
.
で
も
力
1

女
揖
材
繊
細
を
早
占
考
え
れ
ば
い
い
酌
が
で
害
な
い
人
は
、
本
当
に
必
要
テ
シ
は
ク
早
l
ニ
Y
F底
で
防
虫
加
工

白
に
.
で
も
が
原
因
を
曲
目
き
と
め
る
白
拍
固
で
も
置
い
巴
己
ち
は
、
ど
ん
な
も
が
出
来
る
ぞ
.

が
鯉
し
い
Lzthv
・

ん

か

し

ら

ね

.

女
あ
ら
本
当
.

開
曹
は
J
蓄
に
も
な
い
M
Eと
.
男
も
ち
ろ
ん
置
湿
性
や
通
気
世
、
保
男
あ
あ
肪
提
商
号
L
は
一
一
通
h
J

あ
っ

女
主
手
屯
タ
バ
コ
白
不
始
末
な
ん
湿
畦
は
宜
ら
な
い
し
他
に
も
タ
オ
ル
ゲ

て

、

寝

老

長
J

に
最
初
か
島
民
圃

て
首
届
遇
面
剛
よ
ι
田
容

τい
て
掃
が
付
ッ
ト
や
毛
語
、
U
l
yな
P
筋
斑
寝
具
躍
を
世
っ
た
聾
品
と
、
手
持
白
力
l
テ

い
た
か
ら
い
い
去
J

な
も
白
白
、
軍
時
白
檀
掴
は
多
い
よ
.
ン
白
山
暗
合
、
軍
剤
治
ι
匝
っ
て
閉
山
町
加
工

ん
で
た

PF苦
す
る
由
、
宜
量
刑
蚊
軍
主
体
に
曹
は
な
い
白
?
に
す
る
方
桂
が
あ
る
白
さ
固

輯
番
系
箇
秒
伊
レ
ち
ゃ
っ
元
自
よ
ー
男
「
間
災
製
品
回
定
書
面
会
」
が
あ
女
拍
車
ぼ
φ

ク
リ

1
-一
ン
グ
百
に

puた
つ
も
Uで
い
た
b
、
し
事
匂
く
っ
て
、
宇
醐
旺
酷
者
、
医
学
者
、
恒
周
囲
い
て
み
L
t
J
2
2

一
平
方
肘
で
ニ

O

し
て
再
ワ
ク
ス

7
p出
し
た
ん
で
す
っ
者
、
間
防
関
偶
者
で
構
属
さ
れ
、
そ

E

O
円
上
一
円
X
U
円
ぐ
ら
い
で
す
っ
て
、

て
.
コ
ワ
い
わ
ね
.
骨
か
ら
，
綿
に
付
帽
晶
画
禄
曹
な
P
あ
心
聞
に
つ
い
て
祖
国
が
臣
定
し
た
聞
門
揖
師
が
加
工
す
る

い
た
火
は
間
単
に
捕
え
な
い
'
と
は
聞
酎
し
て
い
る
か

b
I丈
夫

.

か

ら

、

ク

日

1
ニ
ン
グ
巨
か
近
〈
白
開

〈
け

p

h

.

t

，
間
関
e
商
品
は
響
A
顕
レ
か
な
防
署
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
っ
て
さ
.

防災商品を生活に

左が町民、右が骨量のカテン.右が

天ょにまで輯えあがっている

舶
に
な
る
と
少
し
で
も
慣
れ
朝
し
ん
で

い
る
英
闘
が
ぐ
っ
と
や
さ
し
〈
唖

F
回

れ
る
と
い
う
町
で
あ
る
.

も
う
一
円
J.
小
さ
な
平
供
ま
ど
、
ど

己
申
宵
阻
左
意
晒
し
な
い
で
早
〈
覚
え

る
と
い
う
申
揖
.

そ
巴
か
ら
出
品
す
る
新
し
い
n
鞍
育

世
H
1
1件
間
間
白
勉
強
で
は
年
令
の

高
さ
や
学
問
歴
削
直
視
さ
品
て
き
?
定

車
白
常
聞
が
〈
つ
が
え
さ
れ
た
と
い
っ
-

て
い
い
.

将
来
は
野
障
措

gdに
な
り
た
い

ー
趣
味
的
生
き
方
が
望
み

総
理
府
が
調
べ
た
こ
ど
も
の
意
静

い
ま
の
圧
迫
感
へ

テ
ュ

l
タ
ー
も

hw

目
を
開
か
れ
た
。

盛んなヲポ由国聞宜班

tt 
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場限

『星」に見守られたオイノレローに

「日精丸」は、

スーノfータンカーの水先案内は、人工衛星。確かな航海は、きょうも続く。

迅速な通信のために、人工衛星のカまで借りて慎

石油の安定供給のために、一層の努力を重ねますL

丞仁運航される「日街丸J。日本石油は、これからも

くらしの動脈をささえるaJll1ai由

日石クラνープが運航してL 、る 50~近

い船隊の一員、中東の産油国t、鹿児島県喜入

(きいれ)にある世界最大の原油中継基地(貯i由

能力660万kt)との閥、 12.000kmのオイルロードを、

ひたすら原油を運んでいま士正確な位置確認と、

三越独占販売オス力一デ・ラ・レンタ香水新発売/

が
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• 
(4) (水曜目〉

小
麦
は
産
地
で
買
付
け

悩
み
は
さ
ば
き
切
れ
ぬ
希
望

開閉湖町ノ、?明P= 宣言ケ省三種郵便鈎寵可〉

趣
味
の
お
り
J

ひ
め

手
織

υ作
品
展

上
国
務
内
は
さ
ん
考
案
の
初
心
者
か
ら

専
門
家
ま
で
使
え
る
織
機
の
実
演
販
売

と
作
品
展
。

糸
は
ワ
l
ル
、
絹
、
綿
と
い
ろ
い
ろ

な
紫
材
が
つ
か
え
、
模
出
席
織
、
縞
柄
は

自
由
に
表
現
で
き
る
。

(
九
月
二
十
六
日
1
十
月
-
目
、
=
一
趨

七
階
、
特
般
会
場
)

(週理事538号}

日
本
文
学
古
書
即
諾

(
九
月
士
一
回
5
一
七
日
、
三
瀦
本

庖
七
階
特
段
会
場
)

厨
治
以
降
の
文
学
奮
の
初
版
本
、
限

定
本
ば
か
り
で
五
O
O点
を
崎
県
め
た
昨

年
の
即
売
会
が
好
軽
~
っ
た
の
で
引
続

き
こ
と
し
も
。
今
回
は
初
版
本
な
ど
の

ほ
か
、
作
家
の
原
稿
、
・
筒
、
色
紙
も

豊
富
に
そ
ろ
え
、
文
化
性
の
高
い
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

第 203号

、..... 

めいっぱい行動した日の終章は、できるだけ穏やかでありたい。データイムにこびりついた心と

l本のリザーブ?と、ひとつのグラスを

ザ》〆トザ畑、yザーァ.
標準的な小売価格3.000円

そのまろやかな液体の、ひとしずく、ひとしずくカミやさしく胸にしみて行き…「また

明日も」と、意欲が満ちてくるのです。

ぷ二〉

医誼M 霊園置薗軍軍図鑑i量

体の疲れを除き去るため、自分自身にやさしくしてやる。

製造・販売サントリー株式会社

用意する。


